
令和８年度 児童朝会 講話   

■令和８年 ４月２７日 №３３「特別編」  

①おはようございます。今日は「本当の勇気」とい

うお話をします。皆さんは、勇気と聞くとどんな

ことを想像しますか？高いところから、飛び降り

たりすることでしょうか？それとも、暗いところ

にも、進んでいくことでしょうか？少しまわりの

人と聴き合ってみてください。 

②勇気を辞書で調べると、物事を恐れない強い心。

興奮して、気持ちに勢いがあり、危険や困難に恐

れずたちむかうさま。とあります。例えば、ポケモ

ンでさとしやピカチュウが、すごいダメージをく

らっていても、絶対に勝ってやる！と、最後の最

後まで粘り強く相手に向かっていくときなど、「勇

気を出してがんばる」と言ったりするのですね。 

③ただ、これだと勇気というのは、何か特別な場

所や状況でないと、出てこないように思えますが、

実は、学校でも勇気を出す場面はよくあります。

というか、あってほしいと思います。どんなとき

だと思いますか？少し周りの人と聴き合ってみて

ください。 

④勇気の意味を辞書で調べると、実はもう一つ別

の意味があります。それは、「相手を励ます」とい

う意味もあるのです。これは、勇気が恐怖や困難

だけでなく「恥ずかしさにも打ち勝つ」という意

味もあるからなのです。人にもよるかもしれませ

んが、相手の人を励ますのは、少し恥ずかしいと

きもあります。授業中に、友達がなかなか意見を

言えなくてもじもじしているときに、「がんばって 

、応援しているよ」と心では言えても、実際に言う

のは少し恥ずかしくて勇気がいるかもしれません。 

⑤学校で勇気を出すときは、実はもう１パターン

あります。さっきの恥ずかしさに打ち克つ勇気に

似ているかもしれませんが、どんなときかわかり

ますか？少し周りの人と聴き合ってみてください。

⑥それは、友だちがいけない行動、特に嘘をつい

ているときにきちんと注意をすることです。つい、

友だちをかばうつもりで、嘘に嘘を重ねてしまう

ことがあるかもしれませんが、それは大きな間違

いです。本当にその友だちのことを思うのなら、

勇気をだして注意をしてください。実は、先生や

お家の人から注意されるよりも、友だちから注意

されるのが、友だちの言葉というのが一番心に届

きやすいのです。 

⑦「ちゃんと、ほんとのこといいや」このセリフな

かなか言えないかもしれません。でもあなたが、

本当にその友だちのことを大切に思っているのな

ら、勇気を出して言わないといけないセリフです。

これが、「本当の勇気」だと思います。 

⑧そもそも、嘘をつくことはいけないことです。 

みなさんは、こんなことはありませんか。宿題を

していないのに、「やりました」と言ってしまった。 

ほんとうは自分がしたのに、「ちがいます」と言っ

てしまった。ひとはなぜ嘘をついてしまうのでし

ょうか 

⑨それは、「しかられたくないな」「知られたくな

いな」そんな気持ちからつい言ってしまう。でも

うそをついたあと、心はどうなりますか。なんだ

か、すっきりしない。どこか、重たい。「ばれない

かな」と、ずっと気になってしまう。うそは、心の

中に、小さな影をつくります。その影は、だんだん

大きくなって、自分の心を苦しくしてしまいます。

⑩では、正直に言ったらどうでしょう。たとえば、

宿題を忘れてしまったとき。「できていません」と

言うのは、こわいですね。勇気がいります。でも、

言えたとき心は、どうなりますか。ふっと、軽くな

る。空気がすっと入るように、楽になる。そして、

まわりの人はきっと言います。「大丈夫、いっしょ

にがんばろう」正直でいることは、自分を助ける

ことでもあるのです。 

⑪ここで、みなさんに一つ、覚えておいてほしい

ことがあります。まちがえることは、悪いことで

はありません。だれでも、まちがえます。大人で

も、まちがえます。でも、うそをつくと、そのまち

がいは大きくなってしまう。正直に言うと、その

まちがいは、やり直すことができる。ここが、大き



な違いです。 

⑫正直でいる人は、強い人です。「本当の勇気」を

持っている人です。そして、そういう人は、まわり

の人から「信じてもらえる人」になります。信じて

もらえる人は、困ったときに助けてもらえる人で

す。つまり、正直でいることは、未来の自分を助け

ることでもあるのです。 

⑬みなさんに、お願いがあります。まちがえたと

きこそ、うまくいかなかったときこそ、ほんとう

のことを、言ってください。それが、みなさんを強

くしてくれます。そしてもし、まわりの人が正直

に話してくれたときは、どうか、笑ったり、責めた

りしないでください。「言ってくれてありがとう」

そう言える人になってください。そういう言葉が、

また次の「正直」を生みます。 

そして、まわりに正直になれていないお友だちが

いたら「正直でいよう」と本当の勇気を出して言

える人になってください。 

⑭最後に。正直でいようとしたその一言は、だれ

にも見えないかもしれません。でも、その一言が、

あなたの心を守り、そして、あなたを信じてくれ

る人を、きっと増やしていきます。みなさん一人

ひとりが、自分の心にうそをつかない人でいてく

ださい。それが、この学校を、本当にやさしい場所

にしてくれます。 

 

これでお話を終わります。ありがとうございまし

た。 


